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関東学生アメリカンフットボール連盟
日本アメリカンフットボール審判協会関東審判部

（承認印略）

2024年度・関東地区における装具・用具等に関する運用基準について

2024年度の関東地区（学生）における装具・用具等に関する運用基準を以下のように定めます。
これは、公式規則の遵守、プレーヤーの安全等を考慮し、関東地区における試合が円滑に行われることを目的として公式規則を解りやすく解
説したものです。
プレーヤーの安全のため、装具・用具等の点検を必ず実施し、正しく装着できるよう周知徹底をお願いします。
アンダーライン部は今回の資料で変更、追記した部分です。

記

1. 対象試合 ・関東学生アメリカンフットボール連盟加盟チーム同士が行う試合。
・他の団体加盟チーム、他地区加盟チームとの試合は、本基準の対象外とし、別途個別に調整を行う。
・ボウルゲームにおいては、大会実施要綱等で規定された運用基準に基づいて行う。

2. 期 間 2024年度秋季公式戦より、本基準に対し新たな改定が設定されるまで。（来年度春季試合含）

3.運用基準 別紙、運用基準表の通りとする。（具体例を示す）
なお、この運用基準表に記載されていないものは、日本アメリカンフットボール協会制定の
「2024－2025年度アメリカンフットボール公式規則・公式規則解説書」の通りとする。
（a）公式規則書の変更、および内容に対し運用を変更する項目
（b）公式規則書の内容／運用を説明／補足する項目
（c）公式規則書の内容を徹底／遵守する項目
（d）試合運用上の徹底事項

4. 補 足 1）正しい装具の着用に関しては、監督・ヘッドコーチが責任をもつことが公式規則で定義されている。
（公式規則書 コーチの保証 参照）

2）運用基準を満たさない装具を着用したときは、公式規則書通りの適用を行う。
3）突発的事項により運用基準を満たせなくなったときは、担当審判員にその旨を申告のこと。
申告に対する適用の判断は、アンパイヤが行う。

4）治療および予防のために特殊なギブスやパッドを装着する場合、キックオフの65分前までにトレーナーと審判更衣室で事前確認をうけることを推奨する。
5）既にボウルゲームにおいてドーピング検査を実施。今年度も実施の際は事前に主催団体より実施方法について説明がある。
6)  次ページ以降の表において「チームで統一」すべきものについて、合同チームにおいては、各チーム内で統一されていればよい。

以上



2024年度運用基準表 装具・用具・器具、着用・使用区分（関東地区）

☆破れた（裂けた）ジャージの交換は、予め
用意した同一の番号のジャージが望ましい。
やむを得ない場合は、控選手のジャージと
の交換は可とする。

☆番号を変更して試合に参加する場合は、
1.レフリーに申告し、承認を得ること。
2.レフリーは報告を受けたら，相手チームの

ヘッド コーチに通知し，変更をアナウンス
する。

☆破れた(裂けた)ジャージは着用できない。
☆破れた（裂けた）ジャージをテープ等で補

修することは不可とする。
☆袖口に裂け目を入れる等の改造をしてはな

らない。
☆試合中、相手を惑わせるため、番号を変え

てはならない。
☆ジャージの脇線の延長はカラー・ホワイト

問わず、連盟への事前の申請に基づき許可
する。

ジャージ

☆装具・備品については試合毎にコーチに保証
してもらい署名をもらう。

☆以下の装具の利用は認められている。
1.タオル（1-4-6-a）

サイズ： 10cm×30cmより大きく，15㎝×30
㎝より小さい
色：無地の白いタオル。白無地以外のタオ
ルは許可されない。チームロゴは可。
枚数：各プレーヤーは1枚のみ
オフェンスのインテリア ラインマン1名は，
大きさ制限なしの白無地タオル1枚のみ可。

2. 寒い天候の場合のハンド ウォーマー。

★競技団体が認めた場合は、人物、出来
事、その他の事柄を祝ったり記念した
りすることを意図した他の名前や単語
をネームプレート領域に付けてもよい。
名前、単語はチームのメンバー内で異
なってもよい。（1-4-5-a-2変更）

☆装具全般として「必要な装具を着用してい
ない」あるいは「不正な装具を着用してい
る」プレーヤーがいた場合、プレーヤーは
最低1ダウンは試合から離れなければなら
ない。ただしプレーを通じて不正な状態に
なった場合は、正当な状態に戻せば留まる
ことができる。

☆製造業者のラベルは規定内のサイズであれ
ばジャージとパンツに１個ずつまでつけて
よい。

☆製造業者ラベルは装具の統一対象から外れ、
チームの中においての不統一は不正な装具
に該当しない。付ける場所、デザイン、ラ
ベルの有無は問わない。
（参照：付録E 11 ）

☆タオルを付ける場所の規制はない。

ユニフォーム

（他の身につける

衣類含む）

(d)試合運営上の徹底事項(c)公式規則の内容徹底／遵守(b)公式規則／運用の内容説明／補足(a)公式規則の変更及び運用変更

【別表】 2024.8.17

【注】1.この運用基準表に記載していない事項は「公式規則書」に従っての運用とする。
2.★：今年度の公式規則変更及び運用変更

☆：運用基準についての補足（公式規則の追加、変更ではない。）
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☆ジャージの色の運用規定
対戦チームは予めお互いに協議の上、試合
１週間以上前の平日午後6時までに使用す
る。ジャージのカラーを連盟へ届け出る。

☆ 同一チームのすべてのプレーヤーは、同
一で単一の色，同一字体の番号をジャージ
の前面と後面に付けなければならない。数
字の線の太さは，おおよそ1.5インチ
（38mm）でなければならない。

☆プレーヤーの番号として0も認められる。
番号の頭に0を付けてはならない。

☆試合中に2枚目のジャージを重ねて着用す
ることが認められる。ベスト、またジッパ
ー、ベルクロ、留め金、その他のファスナ
ーが付いたジャージは禁止。

☆アンダーウエアは腰（ベルトの線）より下
でパンツの外に出してはならないと規定さ
れる。

☆けがを予防するためのハイテクサポーター
（商品名：エナスキン、スキンズ等）につ
ては、着用の制限はない。
但し、太もも、膝、ふくらはぎ等を一括し
てサポートする製品（いわゆるロングタイ
ツ式）については、スパッツの運用に準ず
るものとする。

☆ユニフォームに広告をつけることは関東学連
内におけるローカルルールである。春季に関
東地区で行われる、他地区・社会人等のチー
ムとの試合では着用可能。

☆登録選手数が100名以上の場合のみ番号は
重複しても良い。ただし同じポジションの
2人のプレーヤーが試合中に同じ背番号を
つけてはならない。同一番号の選手は、攻
撃と守備に分かれていなければならない。
QBとスクリメージ キックのバックが同じ
番号をつけてはならない。同一ダウン中に、
同一チームの２人のプレーヤーが、同じ番
号を着用してはならない。

☆3人以上のプレーヤーが同じ番号で登録す
る、あるいは同じ番号のジャージを着用す
ることは反則となる。

★キックオフ時に、いずれのチームも規
定に違反した色のジャージを着用した
場合、スポーツマンらしからぬ行為の
反則となる。（1-4-5-b-4 変更）

★番号の変更の回数は制限なしとする。
（公式規則通りの運用とする）。
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ニーブレス及び
アンクルブレス

☆レッグカバーについては、負傷予防のための
措置（テーピング等）と同等の位置付けと
し、従来どおり色やデザインの制限は設け
ない。

ソックス及び
足を覆う物

☆番号をヘルメットに付ける場合は全員同じ場
所に同じカラーで付けることとする。アワ
ードシールは対象としない。

☆ヘルメットのデザインは同一であること。
☆全ての留め金を留めること。
☆フェイス・マスクは同一色であること。

ヘルメット、
フェイス・マスク

☆無色、透明のアイ シールド、眼鏡、ゴー
グルのみ可。アイ シェイドは黒一色で、
文字やロゴ、番号、シンボルマークは不可。

アイ・シールド、眼鏡、
ゴーグル、アイシェイド

☆ヒップパッドはジャージの下に完全に覆われ
ており、外に露出していないこと。

☆ゴム付軍手は使用可。
☆安全を目的とする趣旨からかけ離れた過度な

デザインや紛らわしいデザイン、また装飾
品付のマウスピースについては使用を認め
ない。

☆尾てい骨を保護するヒップパッドを着装す
る事。改造をしてはならない。
☆マウスピースはすべての上顎歯を覆ってい

ること(奥を切ってはならない)。
☆グローブとは、手をぴったりと覆うもので、

それぞれの指の部分が分離されており、そ
れぞれの指を完全に覆っており、かつ指と
指のあいだを連結させる余分なものがつい
ていないもの。ミットタイプは禁止。

マウスピース、
グローブやパッド類

☆規則の対象は、バンダナに限定されるが、試
合における整然とした端正なユニフォーム、
装具の着用のため、安全性の理由以外で、
選手が頭部に鉢巻き、タオル、手ぬぐい等
をフィールド（チームエリアを含む）で着
用しないことを、各チームに強く要請する。

☆フィールド･オブ･プレーおよびエンド ゾ
ーンで、プレーヤーは外部から見えるバン
ダナを使用してはならない。

アクセサリー
バンダナ等

膝はどんな状態でも覆われていること。
・立っている状況で膝が隠れていること
・プレーの結果で膝が出た場合すぐに直す
膝を覆っていないパンツにサポーター等を着装
してもニーパッドとして認めない。

☆同一チームのプレーヤーは，同一色，同一
デザインのパンツを着用しなければならな
い。同じチームで線が入ったり無かったり
することは許されない。

☆裾に裂け目を入れる等の改造をしてはなら
ない。

パンツ、ニーパッド

(d)試合運営上の徹底事項(c)公式規則の内容徹底／遵守(b)公式規則／運用の内容説明／補足(a)公式規則の変更及び運用変更

☆マウスピースの色は見た目に判りやすい
ものでなければならず、白色や透明であ
ってはならない(マウスガード付きも同
様)。

☆標準的でない，過剰な形状のフェイスマ
スクは、不正な装具となる。

☆パンツ・ソックス・テープ等で完全に覆うこ
と。ヒンジ等硬い部位を露出させない。ヒン
ジ等と身体の隙間を見せない。

☆ニー パッドはパンツ内にしまわれてい
ること。パンツおよびニー パッドは膝
を覆っていること。いかなるパッド、プ
ロテクターも、パンツの外に着用しては
ならない。(1-4-4-d)

☆プレー情報について、従来の手、腕に加
え、ベルトへの装着が認められる。

☆治療及び予防のためのニー ブレスは、
パンツの下に装着し、硬い物質は全体が
完全に覆われていなければならない。

☆すべての選手は，色，デザインが同一の、
見た目にわかるソックスまたはレッグカ
バーを着用しなければならない。（例
外：負傷部の保護あるいは負傷の予防の
ための，改造がなされていないニーブレ
ス，テープおよびバンデージ。素足のキ
ッカー）

☆ソックスの長さに関する規定は削除された。
☆ソックスまたはレッグカバーは、色および

デザインが同一でなければならない。
☆タイツ（スパッツ）を着用するプレーヤー

は、同じ色のデザイン、同じ色のタイツ
（スパッツ）でなければならない。全員
が着用する必要はない。
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☆フィールドの周囲では学連の運用規定に
従うこと。特に、

1.資格没収、退場となったプレーヤーは、
ヘルメットとショルダーパッドを外し、チ
ームエリアの最深部で待機する。
2.退場となったチーム役員（コーチ等）は
速やかにフィールドから退去する（スポッ
ター席に留まる事も不可）。
☆試合球は試合開始１時間5分前までに審判

控え室へ提出しチェックを受けること。
☆荒天時（または予想される時）のボール

について、合成皮革のボールはゴムボー
ルと同じ扱いとする。

☆ターゲティングの反則に対する罰則の厳罰化
に伴い、同一プレーヤーが同一シーズンに3
回目およびそれ以降のターゲティングの反則
を犯した場合、出場停止期間中はチームエリ
ア、スポッター席に立ち入れず、試合前練習
にも関与できない。

☆チームエリア等の遵守
1.コーチはコーチング・ライン（サイドラ
インから２ヤード外側）まで
2.選手（ユニフォームを着用している者）
はリミット・ライン（サイドラインから4ヤ
ード外側）まで
☆チーム・タイムアウト以外に、クォータ

ータイム、負傷者のためのタイムアウト
時等も水分の補給は可とする。

☆ユニフォームのデザインを変更する際に
は、事前に学生連盟事務局にデザイン案
を提出すること。事務局は審判部に公式
規則との整合性を確認した上でデザイン
の変更を承認する。

☆ターゲティングの反則により、これ以上
試合に参加する資格のないプレーヤーは
資格を没収されたプレーヤーと定義され
る。

☆暴力行為、2回のスポーツマンらしからぬ
行為、あるいはひどい反則などの他の理
由により、これ以上試合に参加する資格
のないプレーヤーは退場となったプレー
ヤーと定義される。

☆試合球は新品またはそれと同等である
こと。
☆すべての試合においてフィールドゴー
ル（含むトライ）時のキッキング・ティ
ーは使用不可
☆ボール乾燥機器類をサイドラインの近
くおよびチームエリアで使用することは
禁止とする。
☆プレーヤー、交代選手、及び試合関係
者（例：コーチ、トレーナー、マネージ
ャー、審判員）は、審判員が任務を開始
してからレフリーが試合の終了を宣告す
るまで、フィールドでたばこ製品（含む、
噛みたばこ）を使用してはならない。
☆キッキング・ティーの高さはボール
の最下端からグラウンドまでが最大
1インチ（約25mm）までとする。

その他

☆公共会場、人工芝会場において、金属ク
リーツの使用禁止

☆試合中もしくは節と節の間に、コーチン
グを目的として、サイドライン、プレス
ボックス、あるいはプレー場内の他の場
所で、ビデオおよびモニター設備の使用、
許可されていない写真、コンピュータお
よびその他の電子通信機器は公式規則に
より明示的に許可されていない限り禁止。

スパイク

通信手段等

(d)試合運営上の徹底事項(c)公式規則の内容徹底／遵守(b)公式規則／運用の内容説明／補足(a)公式規則の変更及び運用変更

☆1-2-3-b リミットライン内へのテレ
ビカメラの立ち入りに対する例外

①フィールド オブ プレー内、エンド
ゾーン内に入ることは許されない。

②チームフォトグラファー（撮影者）
は対象外。

☆スポッター席については、
1.プレスボックス内あるいは
2.両20YD間でスタジアムの最上段まで
延長した範囲内のスタンドに設置する
ことが望ましい。
ローカルグラウンド等については、学
連の運用規定等に従うこと。
☆相手チームのサインを撮影すること

は禁止されている（参照：1-4-11-
f）。

★プレー場内における通信機器（カメ
ラ、音声装置、その他）の設置や位
置については、試合の運営責任者が
管轄する。コーチングブース、サイ
ドライン、ロッカールームでの、当
該試合中の映像のみを視聴するため
の標準的なタブレットの使用を例外
として認める（1-4-11-a 例外）。

★チーム エリア内およびコーチング
ボックス内において、情報伝達のた
めのあらゆる拡声器の使用は禁止
（1-4-11-ｇ）。

★チームエリアに入ることができるチ
ームのビデオ撮影者は、複数入るこ
とができる(1-4-11-c 例外5)。


